
№12 さつま町議会だより７

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　
平
成
19
年
11
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
、
広
島
県
東
広
島

市
で
「
集
落
営
農
へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、
宮
崎
県

日
向
市
で
は
「
土
地
区
画
整
理
事
業
の
取
り
組
み
」
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

重兼農場の本山組合長から説明を受ける

宅地嵩上げが行われた日向南地区（日向市）

東
広
島
市
で
は
農
事
組

合
法
人
「
重
兼
農
場
」

に
よ
る
「
集
落
営
農
へ
の
取

り
組
み
」
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
「
重
兼
農
場
」
は
、
広
島

県
か
ら
農
業
生
産
法
人
に
よ

る
「
１
集
落
１
農
場
」
と
い

う
前
例
の
な
い
集
落
農
場
育

成
モ
デ
ル
と
し
て
打
診
が
あ

っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

参
加
農
家
３０
戸
、
経
営
面
積

２８
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
し
て
、
平

成
元
年
11
月
に
設
立
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
重
兼
地
区
は
、
東
広
島
市

の
東
端
に
位
置
、
瀬
戸
内
工

業
地
域
の
整
備
等
で
就
業
機

会
に
恵
ま
れ
た
都
市
通
勤
圏

に
あ
り
、
総
戸
数
５８
戸
で
う

ち
販
売
農
家
３５
戸
、
平
均
耕

作
面
積
６０
ア
ー
ル
と
い
う
兼

業
農
家
地
帯
で
あ
り
、
集
落

は
谷
間
に
存
在
し
、
耕
地
は

１
筆
平
均
約
５
ア
ー
ル
の
小

区
画
の
棚
田
で
、
低
い
作
業

効
率
性
の
う
え
農
業
機
械
へ

の
過
剰
投
資
に
よ
り
、
ほ
と

ん
ど
の
農
家
が
経
営
は
赤
字

と
い
う
状
態
で
し
た
。
さ
ら

に
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

な
ど
多
く
の
難
題
が
累
積
し

て
き
て
お
り
、
集
落
の
将
来

へ
の
危
機
感
が
募
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
「
定

年
後
は
帰
農
し
、

た
の
し
く
楽
に

で
き
る
農
業
」

「
快
適
な
暮
ら

し
が
で
き
る
環

境
」
「
心
の
触

れ
合
う
お
つ
き

あ
い
」
を
柱
と

す
る
集
落
の
改

善
目
標
を
策
定

し
て
、
住
民
み

ん
な
に
よ
る
問

題
意
識
の
共
有

化
が
進
め
ら
れ
、

昭
和
６２
年
以
降
基
盤
整
備
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
集
落
営
農
は
県
内
初
の
取

り
組
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

「
法
人
経
営
の
イ
メ
ー
ジ
が

湧
か
な
い
」
「
農
地
が
返
っ

て
こ
な
く
な
る
の
で
は
」

「
多
額
の
投
資
を
し
て
い
る

農
機
具
が
無
駄
に
な
る
」
と

い
っ
た
不
安
の
声
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　
設
立
前
に
は
ト
ラ
ク
タ
ー

２５
台
な
ど
多
く
の
農
業
機
械

を
所
有
し
て
い
た
が
、
共
同

化
に
よ
り
ト
ラ
ク
タ
ー
２
台

に
な
る
な
ど
、
コ
ス
ト
低
減

等
が
図
ら
れ
、
み
ん
な
喜
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　
所
　
見

　
集
落
営
農
組
織
を
設
立
す

る
に
は
「
農
家
の
意
識
が
変

わ
る
ま
で
粘
り
強
く
説
得
し
、

同
意
を
得
る
た
め
に
は
、
リ

ー
ダ
ー
の
存
在
が
大
き
い
こ

と
」
「
米
と
他
の
作
物
が
生

産
で
き
な
い
と
経
営
的
に
厳

し
い
こ
と
」
な
ど
が
あ
り
、

設
立
後
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

「
農
地
が
面
と
し
て
ま
と
ま

り
作
業
能
率
が
向
上
す
る
こ

と
」
「
経
済
的
・
肉
体
的
・

精
神
的
に
ゆ
と
り
が
で
き
る

こ
と
」
「
機
械
・
労
働
力
の

無
駄
が
な
く
な
る
こ
と
」
な

ど
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は

「
責
任
感
が
希
薄
化
す
る
こ

と
」
「
労
力
が
軽
減
さ
れ
る

の
と
は
逆
に
就
農
機
会
が
減

少
し
、
後
継
者
の
実
務
経
験

が
不
足
す
る
こ
と
」
な
ど
を

感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

日
向
市
は
平
成
１８
年
２
月

２５
日
、
日
向
市
と
東
郷
町
が

合
併
し
人
口
約
６
万
５
０
０

０
人
と
な
り
、
人
口
規
模
で

は
県
内
４
番
目
の
市
で
あ
り

ま
す
。

　
「
土
地
区
画
整
理
事
業
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

　
日
向
市
の
土
地
区
画
整
理

事
業
は
、
昭
和
１０
年
に
ス
タ

ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
に
１６
地

区
、
４
７
１
・
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在 

「
財
光
寺
南
地
区
」 

「
日

向
南
町
地
区
」
「
日
向
市
駅

周
辺
地
区
」
及
び
「
財
光
寺

南
第
２
地
区
」
の
４
地
区
、

１
４
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整
備

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
日
向
南
町
地
区
」
は
施

行
面
積
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
総

事
業
費
４６
億
２
０
０
０
万
円

で
平
成
８
年
度
か
ら
平
成
２０

年
度
ま
で
の
計
画
期
間
で
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
区
に
は
２
級
河
川
で

あ
る
富
高
川
、
塩
見
川
が
氾

濫
し
浸
水
す
る
地
域
も
あ
る

こ
と
か
ら
約
１
・
５
メ
ー
ト

ル
の
宅
地
嵩
上
げ
も
実
施
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
総
事
業
費
の
う
ち
基
本

事
業
費
は
約
３６
億
円
で
、
補

助
金
が
約
１８
億
円
、
残
り
が

市
負
担
に
な
る
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　
「
財
光
寺
南
第
２
地
区
」

は
面
積
２７
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

総
事
業
費
７５
億
５
０
０
０
万

円
で
、
平
成
１５
年
度
か
ら
平

成
２４
年
度
ま
で
の
計
画
期
間

で
整
備
を
進
め
る
予
定
で
あ

っ
た
が
、
平
成
１３
年
度
を
ピ

ー
ク
に
財
政
が
厳
し
く
な
り
、

平
成
１８
年
度
に
事
業
継
続
は

困
難
と
判
断
し
、
現
道
拡
幅
、

排
水
路
整
備
な
ど
に
と
ど
め

る
こ
と
と
し
、
今
回
の
事
業

転
換
に
よ
り
事
業
費
は
約
５

億
円
ほ
ど
に
な
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　
所
　
見

　
土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、

施
行
期
間
中
は
「
家
が
建
て

ら
れ
な
い
」
「
増
築
が
出
来

な
い
」
な
ど
の
建
築
規
制
が

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
短
期
間

で
行
う
の
が
理
想
で
あ
り
、

財
政
的
問
題
等
で
事
業
が
長

期
化
す
る
と
地
元
住
民
に
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
か
ら
は
小
面
積
で
の
事
業

実
施
が
よ
い
の
で
は
と
感
じ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。


